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訂正とお詫び 

 

掲載記事中、以下の記述に誤りがございました。ここに訂正させていただくとともに読者

の皆様および関係者の方々に深くお詫び申し上げます。 
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頁 記事タイトル 該当箇所 誤 正 掲載 

p.17 コラム１ 表 1-1 動物用トリ

アージリスト 

右から 3 列目・黄色

の列 

下から 5～1 行目・循

環評価の行 

表内 

循環 

・軽度の出血 

・持続する部分出血 

・急性中枢/末梢神経障害 

・後躯麻痺 

・頭部斜頸 

・失神（無意識） 

神経 

・異物摂取の可能性 

・連続的な嘔吐 

・タール便 

消化器 

・妊娠中の陰部からの出血 

産科 

・排尿困難のない赤色尿 

泌尿器 

空欄 

正しい表は【※別紙①】をご覧ください 

循環 

・軽度の出血 

・持続する部分出血 

神経 

・急性中枢/末梢神経障害 

・後躯麻痺 

・頭部斜頸 

・失神（無意識） 

消化器 

・異物摂取の可能性 

・連続的な嘔吐 

・タール便 

産科 

・妊娠中の陰部からの出血 

泌尿器 

・排尿困難のない赤色尿 

2023/7/20 

p.10 もくじ 第 11 章尿管閉塞 

下から 3行目 

Q69 胃瘻チューブ設置術の適応と注意

点は？・・・192 

Q69 腎瘻チューブ設置術の適応と注意

点は？・・・192 

2025/8/29 

p.288 さくいん 左段下から 5 行目、4

行目 

胃瘻チューブ・・・186、192、194 

  ─ 設置術・・・192-193、196 

腎瘻チューブ・・・186、192、194 

  ─ 設置術・・・192-193、196 

2025/8/29 

 



赤 オレンジ 黄 緑 青

即時 緊急 準緊急 低緊急 非緊急

即時 15分以内 60分以内 2時間以内 ４時間以内

A
：
外
観
評
価

一
般
状
態

• �低血糖グルコース ≦ 
60 mg/dL

• �直 腸 温  高 体 温（≧ 
4 1 ℃）/ 低 体 温（≦
36.7℃）

• �点状出血・紫斑
• �ケトーシスを伴う高血
糖

• �重度の疼痛
• �重度の脱水
• �高体温

（40.5～40.9℃）
• �すぐに横になる

• �頭頸部の屈曲
• �顔面浮腫
• �中程度の痛み
• �触るとうなる
• �震える
• �食欲不振
• �中程度の脱水
• �重度のかゆみ
• �高体温（～40.4℃）
• �子犬・子猫の食欲不振

• �局所炎症
• �軽度の痛みやかゆみ
• �直腸温39.0～39.9℃

• �元気活動性あり

外
傷

• �臓器の脱出
• �致死性の毒物注入
• �ヘビやハチなどによる
咬傷

• �眼球突出

• �中程度毒物摂取
• �開放骨折
• �口腔内の異物刺傷
• �皮膚創傷

B
：
呼
吸
評
価

呼
吸

• �重度の呼吸困難
• �チアノーゼ
• �開口呼吸
• �可視粘膜蒼白

• �中程度の呼吸困難
• �急性の喘鳴音
• �間欠的開口呼吸

• �軽度の呼吸困難
• �酸素は必要なし
• �局所的な異常肺音

C
：
循
環
評
価

循
環

• �ショック（表1-2）
• �大量出血

• �制御困難な出血
• �血 栓 塞 栓 症の症 状
（表1-3）
• �腹部波動感（腹水）

• �軽度の出血
• �持続する部分出血

D
：
神
経
評
価

神
経

• �発作中
• �無反応

• �意識障害
• �異常行動（急性）
• �連続的に鳴く
• �群発発作
• �急性視力低下

• �急性中枢／
末梢神経障害

• �後躯麻痺
• �頭部斜頸
• �失神（無意識）

• �単発発作

消
化
器

• �腹部膨満
（急性発症）

• �毒物や異物の摂取ま
たはその可能性により
24時間以上持続する
嘔吐・食欲不振

• �異物摂取の可能性
• �連続的な嘔吐
• �タール便

• �しぶり
• �嘔吐

産
科

• �胎子がみえている • �強い陣痛 • �妊娠中の陰部からの
出血

泌
尿
器

• �尿道閉塞
• �痛みを伴う急激な精
巣の腫脹

• �排尿困難のない赤色尿

表 1-1  動物用トリアージリスト
（参考文献 1 より引用・改変）

トリアージ
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